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小 論 文

間 1  ヨンピュータでテキス トを入力する方法として,音声入力とキーボー ド入力が挙げられる。音声入力と比べて, キーボー ド人力は

利用者がキーの配列を覚えたり,キ ーボードの機能について把握 した りと,あ る程度の「慣れ」が求められるという問題があるにも関わら

すi 幅広 く利用さオしている。

その理由はなぜだと考えるか,具体的にキーボー ド入力の方が音声入力より便利であると思われる場面を挙げて,あ なたの考えを論ぜよ。

解答用紙の 【解答欄 間 1】 の四角で囲まれた領域内に解答せよ。同領域外への解答を禁止する。また、図等を用いた説明も可とする。

ただし,音声入力とは,利用者 1名 が話した言葉を自動的に書き起こして入力する入力方法であるとする。また, キーボード人力とは、

キーボードと呼ばれる複数のキーが配列された装置で, キーを打って入力する入力方法であるとする。また,音声メ、力については,使牧人

が同時に話す環境下では誤入力を起こすことがあるものとする。

(出題意屎|)

出題者は 2つ の入力方法を提示 し,解答者 にキーボー ド入力の方が音声入力 より便利であると思われる場而を想定 させた うえで,キ ーボ

ー ド入力の方が幅広 く利用 されている理由について論 じさせ る。適切に論 じることができているかどうか、論理的思考力 と文章構成ナJを み

る。

(採点のポイント)

キーボー ド入力の方が音声 入力 より便利であると思われる場面を具体的に想定 しているかどうか。 キーボー ド入力が幅広 く利用 されてい

る理由について,適とノJで妥当な考察ができているかどうか。

キーボー ド入力が幅サ六く利用 されている
'l由

について、簡潔に欝かれているかどうか。ユ〔を論的で誠得力のある構成 となっているか どうか。

1枯12  複数の児童・生徒の意見をくみ上げて児童・生徒同士で議論する参加型の授業において,音声入力とキーボード入ツ」をどのように

使い分けると,意 見のくみ上げや議論に必要な情報提供を行うために効率的だと考えるか,学校で受けてきた授業の体験をもとに、800宇

以内 (句読点等を含む)で論ぜよ。ただし,全ての児童・生徒に一人一台,音声入力もキーボード入力も可能な端末が配十ヽ1‐ されており,端

末は各児童・生徒の自宅に持ち帰ることが可能とする。また,授業は一回で完結するものだけではなく,複数回を要するものを妃t定 し́ても

よく, 自宅等で作業する課題も想定してよいものとする。児童 。生徒としての視点に立った内容でよい (教育的な効果について言及せずと

もよい)。 解答用紙の 【解答欄 問 2】 の原稿用紙部分に解答せよ。

(出題意図)

出題者は,児童・生徒が意見や議論を行 う授業において,解答者に実際に受けてきた授業の体験をもとに,適リサな入ブ」方式の使い分けに

ついて 800字以内 (句読点等を含む)でまとめさせる。例えば, 自宅で音声入力を用いて端末に意見の草稿を入力 し、それを授業の場で、

キーボー ド入力を用いて修正 し,他の児童 。生徒との議論や発表に用いる, といつた例が挙げられる。

端末の活用方法を考え,適切にまとめることができているかどうか,論理的思考力と文章構成力をみることが, この問題の出題意図であ

る。

(採点のポイント)

どちらの入力方法をどのように用いれば役立つのかについて,具体的に想定されているかどうか。適切な入力方式の使い分けについて考

えることができているかどうか。

過ワ〕な入力方式の使い分けについて,簡潔に書かれているかどうか。指定の字数が守られているかどうか。チをと言4約で澁イi卜 力のある柱 !丈 と

なっているかどうか。


